
　キリスト教学校の人権教育副読本として「いばら
の冠」を刊行します。キリスト教学校の中学校・高
等学校で年数時間の人権教育の時間に生徒が参照で
き、教室で対話できる教材として編纂しました。
　●対話とワークで学ぶ様々な人権課題
　部落差別をはじめとする様々な人権課題に対し
て、本書の基本的なコンセプトは被差別当事者の声
に耳を傾け、概説でその背景を学ぶワークを通して
生徒自身が対話し考え認識を深める教材を目指しま
した。長期休暇に当事者の話を読み、感想文を求め
たり、休み明けに概説とワークで教室で対話するこ
とで認識を深める事ができます。また、本書の前半
では人権の基礎をワークを通して対話し考える人権
ワークシートの充実を図りました。
　●部落差別解消を 2 つの点に絞って簡潔明瞭に
　もう一つの特徴は、偏見は事実によって修正した
り差し替えることができること、差別意識や差別行
為につながらない認識を醸成することを人権教育の
課題として明確にした点です。最近はアンコンシャ
スバイアス（無意識の偏見）やマイクロアグレッショ
ン（自覚なき差別）が社会でも取り上げられるよう
になり、「気づけば変わる」、「気づいて変える」と
いう考え方が主流になっています。特に部落差別に
ついては、どのように被差別部落に対する認識を変
え、教育の分野でどのように部落差別を具体的にな
くしていくのか、その教育内容を 2点にポイントを
焦点化して簡潔明快に示したことも大きな特徴と言
えます。
　●人権の学びは人類共生の基礎
　聖書では人間は神の “かたち ”と記されています。
人権の毀

きそん

損は神の “ かたち ” の毀損であり、人権の
回復は神の “かたち ”の回復です。
　使徒言行録では、世界宣教の最初にユダヤ教の律
法の穢規定によって歪められた認識を改めることが

異邦人伝道の出発点となっています。これは、差別
があってはコミュニティや宣教活動は立ち行かず進
展せず、人権は牧会や宣教の基礎であることを示し
ています。
　昨今、企業の社会的責任（CSR) を遵守する企業
では、人権を経営の基礎とすることは企業価値を
高め、生産性を上げることだと言われるようになっ
ています。現代社会はグローバル化の進展に伴い、
CSR（企業の社会的責任）やビジネスと人権に基づ
く法令など。人権が企業の経営や活動の基礎となっ
ています。人権は社会生活や学問研究の基礎なので
す。だからこそ、将来を見据えて、若い時代に人権
についての対話を経験する意味は大きいのです。人
権の社会的価値の高まり、人権課題に気づき取り組
むことが当たり前の事として向き合える学びの副読
本として、本書がキリスト教学校の生徒に提供され
ることを願っています。
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